
426 INTERNET magazine 1997/3

第14回●ダウンロードの開始には少しの辛抱が大切
なにやってんだよ

！
池田健二（インプレスグループ・ラボ）

プロキシーを使う人が増えてきた
このコーナーでも「プロキシーサーバーを使おう」と呼びかけた

ことがある（96年8月号）。プロキシーサーバーを使えばインターネ

ット全体にも負担がかからないし、ダウンロードの時間も短くなる

のだから使わない手はない。個人ではあいかわらず設定してくれな

い御仁も多いのだが、会社が専用線でつながっている方々はファイ

アーウォールがある関係も手伝って、プロキシーの設定をする人が

多くなってきているようだ。

これは公開サーバーの管理者ならログを見て分かることだ。プロ

キシーサーバーを使っているユーザーがアクセスすると、サーバーの

ログには、個々のパソコンからのアクセスではなく、プロキシーサ

ーバーからのアクセスと記録される。

アクセスが2回連続している
こうしたアクセスパターンがあるのに気付いてから、サーバーであ

るUNIXでps（Process Status）コマンドで見てみると、なぜだか

1台のプロキシーサーバーから同時に同じファイルをダウンロードし

ているのに気が付いた。なぜ同時に同じファイルをダウンロードし

ているのだろうか。

私も続けてダウンロードするときはある。たとえば、うまくダウ

ンロードできずにファイルが壊れていて、もう1回ダウンロードしな

ければならないときだ。しかし、それにしても同じファイルを同時

にダウンロードする必要性は感じたこともない。

一つ思い当たるのは、ダウンロードのダイアログがなか

なか表示されず、マウスボタンを押しそこねた

かと思い込み、もう1回押してしまうことだ。

しかし、2回連続したアクセスがサーバーに記録

されているということは、サーバーにはダウンロ

ード要求が確かに届いており、ファイルも送り出

しているということである。

ほんのちょっとした辛抱が大切
プロキシーサーバーを利用している場合、目的のファイルがキャ

ッシュされていないときは、プロキシーサーバーがおおもとからダウ

ンロードしながらキャッシングしつつ、こっちにもデータを送ってく

る。プロキシーを利用しない場合に比べて、途中の処理がはさまっ

ているのでどう考えてもプロキシーなしと比べて速いはずがなく、転

送が始まるまでのタイムラグは思ったより大きい。特に、FTPの場

合はログインするという手順があるからだ。

ネットワークが混雑している時間帯は、空いている時間帯に比べ

てダウンロード先のサーバーの反応が鈍い。こんな場合に少しくら

い反応が返ってこないということで、思わず何回もクリックしてし

まう気持ちも分からないわけではない。

すぐにもう1回クリックするのではなく、もうちょっとだけこらえ

て、少しだけ待つことが重要だ。せっかくクリックしてデータの転

送が始まろうとしているときに、もう1回クリックしたのでは、もう

1つダウンロードすることにならないだろうか？インターネット全体

に負荷がかかり、他人に迷惑をかけているのは言うまでもないが、

自分も28.8Kbpsの回線上で同時に2人でアクセスしているのと同

じ状況になってしまう。つまり1人当たり14.4Kbpsの転送速度に

なってしまう。電話代も余計にかかり、プロバイダーを儲けさせる

ことにもなる。

なにごとにつけてもちょっとした辛抱が、福をもたらすのである。

ファイルのダウンロードを開始してもなかなか反応がないときには、
マウスボタンを押しそこねたかと思い、すぐにもう1回押したくなるものだ。
しかし、そんなときには反応が返ってくるまでもうちょっと待ったほうがいい。
あまりに気が短いと、他人に迷惑をかけるどころか自分も損してしまう。

ネットワーク管理者・池田の

反応が返ってこなくても、ちょっと待とう。
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